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計
、
監
督
等
に
関
し
所
要
の
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

日
目
的
国
立
教
育
会
館
は
、
そ
の
設
置
す
る
教
育
職
員
そ
の
他
の
教

育
関
係
者
の
た
め
の
研
修
施
設
を
運
営
し
、
教
育
関
係
者
の
資
質
の
向
上
を

図
り
、
も
っ
て
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
法
第
一

条）。口
資
本
金
教
育
会
館
の
資
本
金
は
、
教
育
会
館
設
立
の
際
現
に
国
の

有
す
る
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
三
丁
目
四
番
地
所
在
の
雑
種
地
六
、
四
七

（
一
、
九
五
八
坪
）
、
お
よ
び
同
番
地
所
在
の
建
物
鉄
骨
鉄

四
平
方
メ
ー
ト
ル

筋
n
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
地
下
一
階
付
六
階
建
一
む
ね
総
床
面
積
一
〇
ヽ

八
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
、
二
七
八
坪
）
、
な
ら
び
に
国
立
教
育
会
館
建
設

協
力
財
団
が
国
に
寄
附
し
た
附
帯
施
設
、
設
備
の
主
な
る
も
の
等
の
価
格
の

合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
（
概
算
額
十
二
億
五
千
万
円
強
）
と
し
、
政
府
が

そ
の
全
額
を
出
資
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
政
府
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
人
に
追
加
し

て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
業
務
法
第
二
十
条
に
教
育
会
錮
の
行
な
う
業
務
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

「
第
二
十
条
（
業
籾
）
教
育
会
館
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
業
務
を
行
な
う
。

一
教
育
職
員
、
教
育
機
関
の
職
員
、
教
育
行
政
機
関
の
職
員
及
び
社
会
教

育
の
関
係
者
の
た
め
の
研
修
施
設
を
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
こ
と
。

二
そ
の
設
置
す
る
研
修
施
設
を
利
用
し
て
、
前
号
に
掲
げ
る
者
の
資
質

の
向
上
の
た
め
必
要
な
業
務
を
行
な
っ
こ
と
C

国

立

教

育

会

館

の

国
立
教
育
会
館
の
施
設
は
、
全
国
の
教
育
職
員
そ
の
他
の
教
育
関
係
者
の
効

果
的
な
研
修
に
資
す
る
た
め
の
研
修
施
設
と
し
て
、
兼
ね
て
こ
れ
ら
の
教
育
関

係
者
の
親
和
と
提
携
の
場
と
し
て
、
一
昨
年
来
東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
の
文

部
省
南
側
隣
接
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
国
費
に
よ
る
工
事
は
こ
の

三
月
末
に
完
成
し
、
国
立
教
育
会
館
建
設
協
力
財
団
の
寄
附
に
よ
る
附
帯
設
備

工
事
、
そ
の
他
の
設
備
工
事
も
四
月
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
い
っ
ぽ
う
こ
の
研
修
施

設
を
適
切
に
運
営
し
、
教
育
職
員
そ
の
他
の
教
育
関
係
者
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
特
殊
法
人
国
立
教
育
会
館
が
国
立
教
育
会
館
法
（
昭
和
三
十
九
年
六

公
布
、
法
律
第
八
十
九
号
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
特
殊
法
人
と
し
て
国
立
教
育
会
館
を
設
立
し
て
そ
の
目
的
を

定
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
特
殊
法
人
の
資
本
金
、
組
織
、
業
務
、
財
務
・
会

1

―
―
教
育
に
関
す
る
内
外
の
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
有
し
、
及
び

利
用
に
供
す
る
こ
と
。

四
前
三
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

2

教
育
会
館
は
、
前
項
の
業
務
を
行
な
う
ほ
か
、
第
一
条
の
目
的
の
達
成

に
支
障
の
な
い
限
り
、
そ
の
設
置
す
る
研
修
施
設
を
一
般
の
利
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
業
務
は
、
文
部
省
が
主
催
す
る
教
育
関

係
者
の
た
め
の
研
究
集
会
、
講
習
会
等
、
教
育
研
究
団
体
の
主
催
す
る
各
種

の
研
究
集
会
、
研
究
協
議
会
等
の
た
め
の
会
場
を
適
正
な
対
価
を
徴
収
し
て

提
供
す
る
業
務
を
主
と
し
て
意
味
し
て
い
る
。
本
号
で
、
教
育
職
員
と
は
、

学
校
の
校
長
（
学
長
）
お
よ
び
教
員
で
あ
り
、
教
育
機
関
の
職
員
と
は
、
学

校
の
事
務
職
員
、
図
書
館
、
博
物
館
、
教
育
研
究
所
、
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

等
の
職
員
を
さ
し
、
教
育
行
政
機
関
の
職
員
と
は
、
文
部
省
の
職
員
な
ら
び

に
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
職
員
（
特
別
職
を
含
む
）
等
を

い
い
、
社
会
教
育
の
関
係
者
と
は
、
青
少
年
団
体
、
婦
人
団
体
、

P
T
A
そ

の
他
の
社
会
教
育
団
体
の
指
導
者
等
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
法
第
一
条
に
い

う
教
育
職
員
そ
の
他
の
教
育
関
係
者
を
具
体
的
に
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
、
研
修
に
は
、
任
命
権
者
（
ま
た
は
服
務
の
監
督
者
）
が
職
員
に

対
し
て
他
律
的
に
行
な
う
も
の
と
、
職
員
等
が
自
律
的
に
行
な
う
も
の
と
の

両
方
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
池
方
公
務
員
法
第
三
十
九
条
に
、
「
職
員
に

は
、
そ
の
勤
務
能
率
の
発
揮
及
び
増
進
の
た
め
に
、
研
修
を
受
け
る
機
会
が

与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
の
研
修
は
、
任
命
権
者
が
行
な
う
も

の
と
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
前
者
の
例
と
解
さ
れ
、
教
育
公
務
員
特
例
法
第

月
一
日

J
 設
立

国
立
教
育
会
館
法
の
概
要

渋

に

っ
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こ
西

十

九

条

第

一

項

に

、

「

敦

育

公

務

員

は

、

そ

し

＂

斎

え
す
研
究
と
修
養
に
努
め
な
け
れ
は
邸
ら
な
い
。
一
と
あ
り
、
同
法
第
二
十

条
第
二
項
に
、
「
教
員
は
、
授
業
に
支
障
の
な
い
恨
り
、
本
属
長
の
承
認
之

受
け
て
、
勘
務
場
所
を
離
仇
て
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
の

樗
後
者
の
例
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
任
命
権
者
が
研
修
を
行
な
う
揚
合
に

は
、
そ
の
主
催
で
行
な
う
場
合
は
も
と
よ
り
、
他
の
魔
関
に
委
託
し
て
行
な

う
場
合
ま
た
は
他
の
殿
関
の
行
な
う
研
究
集
今
べ
講
奢
会
等
に
参
加
さ
せ
る

場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
酷
員
等
が
自
等
的
に
行
な
う
研
修
に
も
、
関
係

者
か
自
主
的
に
主
催
し
て
行
な
う
も
の
も
あ
れ
ほ
他
の
復
関
の
行
な
う
研

究
集
会
、
購
習
会
等
に
参
加
す
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

文
部
省
樗
こ
れ
ら
の
教
育
関
係
者
の
他
禅
的
ま
た
は
自
袢
的
な
研
修
に

つ
い
て
擬
助
す
る
方
法
と
し
て
、
文
部
省
主
催
の
研
究
集
会
、
講
奢
会
等
を

主
催
す
る
事
裕
を
行
な
フ
職
務
と
櫂
能
を
、
文
部
省
設
置
袂
、
駿
育
行
政
の

紺
織
及
ひ
運
営
に
関
す
る
法
尊
等
に
よ
っ
て
有
し
て

11
る
が
、
教
育
職
員
そ

の
他
の
教
育
関
係
者
の
資
質
の
向
上
を
常
に
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ら

、
文
部
省
に
誌
い
て
も
各
稽
の
研
究

の
者
の
研
修
が
き
わ
め
て
璽
要
で
あ
り
、
、
っ
麟
「
ま
た
教
育
研
究
団
体
箸
に
お

集
会
、
購
習
会
を
開
催
し
て
お
り
し

い
て
も
年
々
研
究
活
詞
が
盛
ん
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
修
活
動

が
真
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
、
研
修
を
促
進
し
て
い
く
に
ば
全
国
的
規
模
の

敦
育
関
係
者
の
研
修
施
設
と
し
て
言
わ
し
く
、
か
ね
て
敦
育
関
倅
者
の
親

和
と
言
の
場
と
も
注
り
得
る
旋
設
炉
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

あ
っ
た
ね
け
で
あ
り
、
本
号
の
業
務

わ
け
で
あ
る
。

空
い
て
い
る
場
合
に
は
、
法
第
一
条
の
目
的
に
照
ら
し
て
支
障
の
な

い
限
り
、
一
般
の
利
用
に
も
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
音
楽
会
篤
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
わ

け
で
あ
る
。
一
般
的
に
言
え
は
、
敦
育
関
係
者
の
研
究
士
修
養
に
関
し
て
利

用
さ
仇
る
場
合
は
本
来
的
な
業
務
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
以
外
の
敦
育
、
学

術
、
文
化
に
関
す
る
催
し
等
の
会
楊
に
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
(
J

國
組
織
こ
の
法
人
に
は
、
彼
員
と
し
て
、
館
畏
一
人
、
理
事
三
入
以

内
お
よ
び
監
事
二
人
が
置
か
れ
、
こ
れ
ら
の
役
員
は
文
部
大
臣
が
任
命
す

る
。
こ
の
う
ち
、
常
勤
の
役
員
は
、
銅
長
一
人
、
理
事
一
入
、
藍
事
一
人
と

予
定
さ
れ
て
い
る
。
初
代
館
畏
は
、
天
野
貞
祐
氏
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
法
人
に
は
、
そ
の
運
営
の
適
正
を
朗
す
る
た
め
、
銅
長
の
略

閲
機
関
と
し
て
評
議
員
会
が
置
か
れ
、
所
定
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
館
長

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
評
議
員
会
の
意
見
を
閲
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
て
＞
る
。
な
お
、
評
議
員
は
』
r

二
十
人
以
内
と
し
、
こ
の
法
人
の
業
務
の

追
正
な
運
営
に
必
要
な
学
織
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
文
部
大
臣
が
任

命
す
る
。

な
お
、
こ
の
法
人
の
職
員
は
、
館
長
炉
任
命
す
る
が
、
事
務
畏
構
と
し
て

は
、
庶
務
課
、
会
計
諫
、
事
業
課
の
三
課
が
置
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

国
監
督
こ
の
法
人
は
、
文
部
大
臣
が
監
督
す
る
が
、
そ
の
業
務
の
公

共
性
に
か
ん
が
み
、
定
款
、
業
務
方
法
嘗
、
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
、
財
務

侶
表
等
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
の
認
可
ま
た
は
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
た

ち
た
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

国
立
教
育
会
館
の
施
設
・
設
備
の
概
要

次
に
、
一
号
の
業
務
「
そ
の
殷
置
す
る
研
條
施
設
を
利
用
し
て
、
前
号

に
掲
げ
る
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
必
要
窪
業
務
を
行
な
う
こ
と
。
」
て
あ

る
が
．
、
こ
れ
は
、
国
立
敦
育
会
館
か
そ
の
設
置
す
る
研
修
施
設
を
利
用
し

て
、
教
音
職
員
そ
の
他
の
教
育
関
係
者
の
た
め
の
研
究
集
会
、
講
習
会
、
敦

養
請
座
等
を
自
ら
開
催
す
る
場
合
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
r

こ
の

規
定
に
よ
り
、
国
立
敦
育
会
館
は
、
文
蔀
省
主
催
ま
た
は
教
育
研
究
団
体
主

催
の
研
究
集
会
、
講
習
会
等
に
ふ
さ
わ
し
い
研
修
の
場
を
提
供
す
る
の
み
な

ら
す
、
自
ら
も
そ
の
研
修
施
設
を
利
用
し
て
研
究
集
会
等
を
開
催
す
る
こ
と

も
業
務
と
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
固
立
較
育
会
舘
は
、
後
述
の
よ

う
に
、
請
堂
（
大
ホ
ー
ル
）
、
各
腫
会
議
室
、
研
修
室
を
有
す
る
ほ
か
、
七
〇

ミ
リ
お
よ
び
三
五
ミ
リ
の
映
写
機
等
の
視
聰
覚
設
備
を
設
け
て
お
り
、
ま
た

プ
ー
ス
利
用
に
よ
る
語
学
研
修
室
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
，
訊
ら
の
研
修

施
設
を
村
用
し
て
、
教
育
会
餡
自
ら
も
敦
育
関
係
者
の
資
質
の
向
上
に
資
す

る
研
究
集
会
、
講
座
等
を
開
催
し
、
教
育
関
係
者
の
研
修
に
つ
い
て
の
機
会

を
与
え
｀
そ
の
研
修
を
授
助
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
号
の
業
務
は
r

「
教
育
に
関
す
る
内
外
の
蚤
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、

保
存
し
、
及
び
利
用
に
供
す
る
こ
と
」
で
あ
る
菱
こ
の
た
め
、
敦
育
会
館

に
は
図
書
室
、
塵
ホ
室
を
予
定
し
て
い
る
。
—

次
に
、
第
二
十
条
第
二
項
の
業
務
は
、
「
教
育
会
館
は
、
前
項
の
i
業
務
．
を

行
な
う
ほ
か
、
第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
支
障
の
な
い
眼
り
、
そ
の
設
置
す

る
研
修
施
設
を
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
菱
こ
仇
は
、
穀
育
会
館
（

て
骰
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

固
の
補
助

敦
育
関
係
者
の
研
修
施
設
と
し

そ
の
本
来
の
設
置
巨
的
に
使
用
さ
れ
る
以

因

こ

の

浣

入

の

運

営

費

の

一

部

を

補

助

す

る

た

め

、

昭

和

三
十
九
年
度
の
予
算
に
三
千
万
円
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
国
立
教

育
会
館
の
施
設
は
f
教
育
関
係
者
の
研
修
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
教
育
関
係
者
の
研
修
に
関
し
て
は
で
き
る
だ
け
低
繭
六
利
用
料

金
で
利
用
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
C

国
立
教
育
会
館
の
設
立
の
目
的
に

照
ら
し
一
＼
独
立
採
算
で
運
営
す
る
こ
と
ほ
、
使
用
料
が
高
額
と
な
り
か
え

っ
て
適
当
で
な
い
面
が
あ
り
、
国
も
運
営
費
に
つ
い
て
一
部
補
助
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

国
立
教
育
会
舘
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
本
館
と
講
堂
（
大

*

1
J
V
、
「
虎
ノ
門
示
ー
ル
」
と
称
す
る
。
〉
と
か
ら
な
り
、
冷
暖
房
設
備
が
完

備
し
て
い
る
。
本
誼
は
、
会
醗
室
九
（
大
会
議
室
一
、
中
会
議
室
一
、
普
通
会

議
室
五
、
特
別
会
議
室
二
y
研
修
室
五
（
う
ち
プ
ー
ス
利
用
に
よ
る
語
学
研

修
室
一
）
、
特
別
室
一
（
貴
賓
室
）
、
図
書
室
、
畏
示
室
、
教
育
研
究
団
体
事
務

室
、
会
議
室
。
研
修
室
控
室
、
ホ
ー
ル
．
．
婢
台
控
室
、
男
女
浴
室
f
食
堂
(

A

食

堂、

B
食
堂
）
、
受
付
所
、
餡
長
室
、
役
員
室
、
会
館
事
務
室
等
か
ら
な
っ
て

お
り
、
大
会
議
室
に
は
一
i
一
万
・
一
六
ミ
リ
の
映
写
機
が
設
備
さ
れ
て
い
る
。
虎

ノ
門
ホ
ー
ル
は
、
固
定
席
一
、
五
二
四
席
で
あ
り
、
音
睾
只
瞭
明
、
郷
台
、
放

送
中
継
の
諸
設
備
お
よ
び
ス
タ
イ
ン
ウ
＝
イ
の
ピ
ア
ノ
を
備
え
、
七

0
ミ
リ
・

三
五
ミ
リ
3

一
六
ミ
リ
の
映
写
機
を
設
備
し
て
お
り
、
舞
台
ど
ん
ち
ょ
う
は
、

芸
術
院
会
員
山
口
蓬
春
氏
の
下
絵
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ニ
に

紅
、
椋
方
志
功
氏
の
下
絵
に
よ
る
つ
づ
れ
お
り
装
壁
面
が
四
か
所
に
掲
げ
ら
れ
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（
目
的
）

第
一
条
国
立
教
育
会
館
は
、
そ
の
設
置
す
る
教
育

職
員
そ
の
他
の
教
育
関
係
者
の
た
め
の
研
修
施
設

を
運
営
し
、
教
育
関
係
者
の
資
質
の
向
上
を
図

り
、
も
っ
て
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
3

（
法
人
格
）

第
二
条
国
立
教
育
会
館
（
以
下
「
教
育
会
館
」
と

い
う
。
）
は
法
人
と
す
る
。

第
一
章

総

則

国

立

教

育

会

館

法

資 料

珂屯＇

国

立

教

育

会

館

の

施

設

の

利

用

て
い
る
。

国
立
教
育
会
舘
の
建
物
は
、
芸
術
院
会
員
吉
田
五
十
八
氏
の
基
本
設
計
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
実
施
設
計
・
監
理
は
建
設
省
、
主
体
工
事
の
施
工
は
大
成
建

設
k
k
に
よ
り
な
さ
れ
、
限
ら
れ
た
経
費
の
中
で
関
係
者
の
ひ
じ
ょ
う
な
熱
意

と
努
力
の
下
に
建
設
さ
れ
た
。
特
に
吉
田
五
十
八
氏
は
、
諸
設
備
、
備
品
に
至

る
ま
で
建
物
と
の
調
和
等
に
も
細
く
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
橋
駅
か
ら

虎
ノ
門
に
至
る
真
正
面
に
、
日
本
古
来
の
伝
統
と
西
欧
近
代
文
化
と
が
な
ん
と

な
く
調
和
し
て
い
る
よ
う
な
ふ
ん
い
き
を
た
た
え
て
そ
び
え
立
つ
こ
の
シ
ッ
ク

で
し
ぶ
い
建
物
は
、
全
国
の
教
育
関
係
者
の
研
修
と
か
ね
て
親
和
の
施
設
と
し

て
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
門
標
に
刻
ま
れ
た
国
立
教
育
会

館
と
い
う
字
は
、
灘
尾
文
部
大
臣
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
教
育
会
館
の
敷
地
内
に
は
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
江
戸
城
外
堀

跡
の
石
垣
が
二
か
所
存
置
さ
れ
、
玄
関
壁
面
に
こ
の
史
跡
に
関
す
る
説
明
板
を

は
め
こ
ん
で
あ
る
。

国
立
教
育
会
館
の
研
修
施
設
は
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
に
至
る
学
校
の
教
育
職

員
、
教
育
機
関
の
職
員
、
教
育
行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
社
会
教
育
の
関
係
者

の
研
究
と
修
養
の
場
と
し
て
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
り
、
こ
の

場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
も
類
似
施
設
よ
り
か
な
り
低
蔽
と
な
る
よ
う
に
考
慮

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
使
用
以
外
に
も
、
余
裕
が
あ
り
（
空
い
て
お

り
）
、
法
第
一
条
の
目
的
に
照
ら
し
て
支
障
の
な
い
限
り
、
一
般
の
研
究
、
修

養
、
教
養
呼
に
関
す
る
媒
会
、
音
楽
会
等
に
も
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
本
館
の
各
会
議
室
、
研
修
室
等
は
、
教
育
関
係
者
の
た
め

の
利
用
が
ひ
じ
ょ
う
に
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ホ
ー
ル
は
、
一
般
の
利
用
に
供

さ
れ
る
場
合
も
か
な
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

国
立
教
育
会
餓
の
施
設
・
設
備
は
、
国
費
五
億
九
千
五
百
五
万
円
と
教
育

界
、
財
界
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育

界
、
財
界
か
ら
の
寄
附
金
は
、
国
立
教
育
会
館
建
設
協
力
財
団
が
募
金
し
た
。

こ
の
協
力
財
団
は
、
国
立
教
育
会
館
の
建
設
に
協
力
す
る
た
め
の
資
金
の
調
達

を
行
な
い
、
そ
の
建
設
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
わ
が
国
教
育
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
教
育
界
、
財
界
等
の
有
志
の
方
が
発
起
人
と
な

り
、
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法

人
で
あ
り
、
政
府
の
国
立
教
育
会
館
建
設
の
意
義
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
全

国
の
教
職
員
が
親
し
み
を
も
っ
て
利
用
で
き
る
研
修
施
設
と
し
て
よ
り
ふ
さ
わ

し
い
立
派
な
も
の
と
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
国
費
だ
け
で
な
く
、
広
く
各

方
面
の
協
力
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
、
•
こ
の
資
金
を
も
っ
て
施
設
設
備
の
整
備

に
つ
い
て
援
助
し
、
国
の
研
修
施
設
の
建
設
に
協
力
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

募
金
の
状
況
は
、
五
月
末
日
現
在
ま
で
に
、
教
育
界
か
ら
は
八
千
八
百
二
十
五

万
円
余
の
寄
附
が
あ
り
、
財
界
か
ら
は
す
で
に
寄
附
決
定
し
た
も
の
約
一
億
円

で
あ
り
、
う
ち
四
千
三
百
三
十
三
万
円
余
が
寄
附
さ
れ
て
い
る
。
協
力
財
団
が

施
設
・
設
備
を
整
備
し
て
す
で
に
国
に
寄
附
し
、
ま
た
寄
附
す
る
予
定
の
も
の

は
、
施
設
附
帯
工
事
家
具
備
品
等
計
約
二
億
四
千
四
百
円
分
と
な
っ
て
い
る
。

盆
中
等
教
育
課
長
）

（
資
本
金
）

第
四
条
教
育
会
館
の
資
本
金
は
、
教
育
会
館
の
設

立
の
際
現
に
国
の
有
す
る
別
表
に
掲
げ
る
不
動
産

及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
財
産
の
価
格
の
合
計
額

に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
政
府
が
そ
の
全
額
を
出

資
す
る
。

政
府
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教

育
会
館
に
追
加
し
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
教
育
会
館
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
の
出

2
 （

事
務
所
）

第
三
条
教
育
会
館
は
、
事
務
所
を
東
京
都
に
置

＜
 

一

目

的

二

名

称

三
事
務
所
の
所
在
地

四
資
本
金
及
び
資
産
に
関
す
る
事
項

五
役
員
に
関
す
る
事
項

（
昭
和
三
十
九
年
六
月
一
日
公
布
）

法
律
第
八
十
九
号

資
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
出
資
額
に
よ
り
資
本

金
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

4
政
府
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
会
館
に

出
資
す
る
と
き
は
、
金
銭
以
外
の
財
産
を
出
資
の

目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
政
府
が
出
資
．
の
目
的
と
す
る
金
銭
以
外
の
財
産

の
価
格
は
、
出
資
の
日
現
在
に
お
け
る
時
価
を
基

準
と
し
て
評
価
委
員
が
評
価
し
た
価
格
と
す
る
。

6
評
価
委
員
そ
の
他
前
項
に
規
定
す
る
評
価
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
定
款
）

第
五
条
教
育
会
館
は
、
定
款
を
も
っ
て
次
の
事
項

を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国

立

教

育

会

館

法

（

全

文

）

四

国

立

教

育

会

館

の

建

設

協

力

財

団

に

つ

い

て
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ノ＼ 七六

第
三
章

評
議
員
会

教
育
会
館
の
職
員
は
、
．
館
長
が
任
命
す

第
二
章
役
員
及
び
戦
員

評
議
員
会
及
び
評
議
員
に
関
す
る
事
項

業
務
及
び
そ
の
執
行
に
関
す
る
事
項

財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項

九
定
款
の
褻
更
に
関
す
る
事
項

2

定
款
の
変
更
は
、
文
部
大
国
の
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

（
登
記
）

第
六
条
教
育
会
館
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ

り

、

登

記

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も

っ
て
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
（
民
法
の
準
用
）

第

七

条

民

法

（

明

治

二

十

九

年

法

律

第

八

十

九

号
）
第
四
十
四
条
（
法
人
の
不
法
行
為
能
力
）
及

び
第
五
十
条
（
法
人
の
住
所
）
の
規
定
は
、
教
育

会
館
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
役
員
）

第
八
条
教
育
会
錐
に
、
役
員
と
し
て
、
館
長
一

人
、
理
事
ー
ー
一
人
以
内
及
び
監
事
一
一
人
を
骰
く
。

4
 
3
 

第
四
章

業

務

（
役
員
の
職
務
及
び
権
限
）

第
九
条
館
長
は
、
教
育
会
館
を
代
表
し
、
そ
の
業

務
を
総
理
す
る
。

2

理
事
は
、
館
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
館

長
を
補
佐
し
て
、
教
育
会
館
の
業
務
を
掌
理
し
、

館
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理

し
、
館
長
が
欠
員
の
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
な

゜
ぅ

痢
土
へ
条

る。
（
役
員
及
び
職
員
の
公
務
員
た
る
性
賀
）

第
十
七
条
教
育
会
館
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法

（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従

事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

（
評
議
員
会
）

第
十
八
条
教
育
会
館
に
評
議
員
会
を
置
く
。

2

評
議
員
会
は
、
二
十
人
以
内
の
評
議
員
で
組
織

す
る
。

3

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
館
長
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
評
議
員
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

定

款

の

変

更

二

業

務

方

法

書

の

変

更

三
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

四
そ
の
他
教
育
会
館
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事

項
で
、
定
款
を
も
っ
て
定
め
る
事
項

4

前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
評
議
員
会

は
、
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、
又
は
必
要
と
認
め
る

監
事
は
、
教
育
会
館
の
業
務
を
監
査
す
る
。

監
事
は
、
，
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
館
長
又
は
鉗
長
を
通
じ
て

文
部
大
臣
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
任
命
）

第
十
条
役
員
は
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
十
一
条
役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
、
補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

2

役
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
欠
格
条
項
）

第
十
二
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
役

員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
又
は
池
方
公
共
団
体
の
長

ニ
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤

の
者
を
除
く
。
）

（
役
員
の
解
任
）
＇

第
十
三
条
文
部
大
臣
は
、
役
員
が
前
条
各
号
の
一

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

文
部
大
臣
は
、
役
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
と
き
、
そ
の
他
役
員
た
る
に
適
し
な
い
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

゜

き
る
一
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
に
堪
え
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
職
務
上
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
。

（
役
員
の
兼
蹴
禁
止
）

第
十
四
条
役
貝
は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
の

役
員
と
な
り
、
又
は
自
ら
営
利
事
業
に
従
事
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
部
大
臣
の
承
認
を
受

け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
代
表
梅
の
制
限
）

第
十
五
条
教
育
会
館
と
館
長
と
の
利
益
が
相
反
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
鏑
長
は
、
代
表
権
を
有
し

な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
監
事
が
教
育
会
館
を
代

表
す
る
。

（
職
員
の
任
命
）

事
項
に
つ
い
て
館
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
）

第
十
九
条
評
議
員
は
、
ー
教
育
会
館
の
業
務
の
適
正

な
運
営
に
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
、
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

2

第
十
一
条
及
び
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、

評
議
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
業
務
）

第
二
十
条
教
育
会
館
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
。

一
教
育
職
員
、
教
育
機
関
の
職
員
、
教
育
行
政
機

関
の
職
員
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
の
た
め
の

研
修
施
設
を
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
こ
と
。

二
そ
の
設
置
す
る
研
修
施
設
を
利
用
し
て
、
前

号
に
掲
げ
る
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
必
要
な

業
務
を
行
な
う
こ
と
。

三
教
育
に
関
す
る
内
外
の
資
料
を
収
集
し
、
整

埋
し
、
保
存
し
、
及
び
利
用
に
供
す
る
こ
と
。

四
前
三
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
。

2

教
育
会
館
は
、
前
項
の
業
務
を
行
な
う
ほ
か
、

第
一
条
の
目
的
の
達
成
に
支
障
の
な
い
限
り
、
そ

の
設
置
す
る
研
修
施
設
を
一
般
の
利
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
方
法
書
）

第
二
十
一
条
教
育
会
館
は
、
業
務
の
開
始
の
際
、

業
務
方
法
書
を
作
成
し
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2

前
項
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、

文
部
省
令
で
定
め
る
。

（
事
業
年
度
）

第
二
十
二
条
教
育
会
館
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四

月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ

る（
事
業
計
画
等
の
認
可
）

第
二
十
三
条
教
育
会
館
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業

計
画
及
び
予
算
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
開

始
前
に
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
に
重
要
な
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る

と
き
も
同
様
と
す
る
。

（
決
算
）

第
五
章

財
務
及
び
会
計
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2

館
貶
は
、
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
に
監
事

の
意
見
を
つ
け
て
、
決
算
完
結
後
一
月
以
内
に
、
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
を
評
議
員
会
に
提
出
し

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
文
部
大

3

教
育
会
館
は
、

た
財
務
諾
表
を
事
務
所
に
備
え

臣
の
承
認
を
受
け

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）
、
毎
事
業
年
度
、
損
益

と
き
は
、
前
事
業

第
二
十
六
条
教
育
会
館
は

計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た

し
た
損
失
を
う
め
‘
な
お
残
余

年
度
か
ら
繰
り
越

ど
か
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
は
、
積
立
金
と

し
―
—
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誓
贔
節
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
布

函
業
所
に
立
ち
入
り
、
事
務
の
状
況
若
し
く
は
帳

簿
、
書
類
そ
の
他
の
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
入
検
査
を
す
る

楊
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を

携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
解
散
）

第
三
十
四
条
教
育
会
館
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
別

に
法
律
で
定
め
る
。

（
大
蔵
大
臣
と
の
協
議
）

第
三
十
五
条
文
部
大
臣
は
、
次
の
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
大
蔵
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二

十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
の
規
定

必

第

七

章

雑

則

第
二
十
四
条

教
育
会
館
は
、
侮
事
業
年
度
の
決
算

一
日
ま
で
に
完
結
し
な
け

を
翌
年
度
の
五
月
三
十

れ
ば
な
ら
な
い
。

、
毎
事
業
年
度
財
産
目

（
財
務
諸
表
）

（
以
下
「
財

第

二

十

五

条

教

育

会

館

は

録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
饗

う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
予
算
の

務
諸
表
」
と
い作
成
し
た
決
算
報
告
書
を
添
え
、
監

区
分
に
従
い

、
決
算
完
結
後
二
月
以
内
に

事
の
意
見
を
つ
け
て

、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

文
部
大
臣
に
提
出
し

ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
）

第
三
十
六
条
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は

虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
教
育
会
館
の
役
員
又

は
職
員
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
七
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に

は
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
教
育
会
館
の
役
員
又
は

職
員
は
、
三
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一
こ
の
法
律
に
よ
り
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認

可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二
第
六
条
第
一
項
の
政
令
の
規
定
に
違
反
し
て

登
記
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
と
き
。

第
八
章

罰

則

じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

い
て
損
失
を
生

る
積
立
金
を
減
額
し
て
整
理
し
、
な
お
不
足
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
、
繰
越
欠
損
金
と
し

て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
短
期
借
入
金
）

第
二
十
七
条
教
育
会
館
は
、
文
部
大
臣
の
認
可
を

が
で
き
る
。

受
け
て
、
短
期
借
入
金
を
す
る
こ
と

よ
る
短
期
借
入
金
は
、
当
該
事

2

前
項
の
規
定
に

業
年
度
内
に
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
余
裕
金
の
運
用
）

次
の
方
法
に
よ
る
場

第
二
十
八
条
教
育
会
館
は
、

A

、
業
務
上
の
余
裕
金
を
運
用
し
て

合
を
除
く
ほ
カ

は
な
ら
な
い
。

臣
の
指
定
す
る
有
価
証

一
固
債
そ
の
他
文
部
大

券
の
取
得

二
銀
行
へ
の
預
金
又
は
郵
便
貯
金

三
信
託
業
務
を
営
む
銀
行
又
は
信
託
会
社
へ
の

金
銭
信
託

（
財
産
の
処
分
等
の
制
限
）

第
二
十
九
条
教
育
会
館
は
、
文
部
省
令
で
定
め
る

、
交
換
し
、
又
は
担
保
に

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し

す
る
と
き
は
、
文
部
大
臣
の
認
可
を

供
し
ょ
う
と

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
給
与
及
び
退
職
手
当
の
支
給
の
基
準
）

に
よ
る
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
又
は
第

三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
文
部
省
令
を
定
め
よ

う
と
す
る
と
き
。

四
第
二
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
教
育
会
館
の
設
立
）

第
二
条
文
部
大
臣
は
、
教
育
会
館
の
館
長
、
理
事

又
は
監
事
と
な
る
べ
き
者
を
指
名
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
館
長
、
理
事

又
は
監
事
と
な
る
べ
き
者
は
、
教
育
会
館
の
成
立

の
時
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
館
長
、
理
事
又
は
監
事
に
任
命
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

第
三
条
文
部
大
臣
は
、
設
立
委
員
を
命
じ
て
、
教

育
会
館
の
設
立
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
。

2

設
立
委
員
は
定
款
を
作
制
し
て
、
文
部
大
臣
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
＇

3

設
立
委
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受

附

則

三
第
二
十
条
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
を

行
な
っ
た
と
き
。
・

四
第
二
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
の

余
裕
金
を
運
用
し
た
と
き
。

五
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
文
部
大

臣
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

（
監
督
）

第
三
十
二
条

゜
る

こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必

2

文
部
大
臣
は
、

き
は
、
教
育
会
館
に
対
し

要
が
あ
る
と
認
め
る
と

て
、
そ
の
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
及
び
検
査
）

こ
の
法
律
を
施
行
す

第
三
十
三
条
文
部
大
臣
は
、

き
は
、
教
育
会

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

館
に
対
し
て
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又

は
そ
の
職
員
に
教
育
会
館
の
事
務
所
そ
の
他
の
事

教
育
会
館
は
、
文
部
大
臣
が
監
督
す

第

六

章

監

督
そ
の
役
員
及
び
職
員
に

第
三
十
条
教
育
会
館
は
、

対
す
る
給
与
及
び
退
蹴
手
当
の
支
給
の
甚
準
を
定

文
部
大
臣
の
承
認
を
受

め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、、
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
＞

す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
文
部
省
令
へ
の
委
任
）

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

第
三
十
一
条

か
、
教
育
会
館
の
財
務
及
び
会
計
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
文
部
省
令
で
定
め
る
。
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け
た
と
き
は
、
政
府
に
対
し
、
出
資
の
目
的
た
る

財
産
の
給
付
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

設
立
委
員
は
、
出
資
の
目
的
た
る
財
産
の
給
付

が
あ
っ
た
日
に
お
い
て
、
そ
の
事
務
を
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
館
長
と
な
る
べ
き

者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
名

さ
れ
た
館
長
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
事
務
の
引
継
ぎ
を
受
け
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設

立
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
教
育
会
館
は
、
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

（
経
過
規
租
）

第
六
条
教
育
会
館
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
第
二

・
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
成
立
の
日

に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ

る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
教
育
会
館
の
最
初
の
事
業
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
中
「
当

該
事
業
年
度
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
教
育

会
館
の
成
立
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（

登

録

税

法

の

一

部

改

正

）

‘

第
八
条
登
録
税
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
二
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
七
号
中
「
国
立
競
技
場
」
の
下
に

「
、
国
立
教
育
会
館
」
を
、
「
国
立
競
技
場
法
」
の
下

に
「
、
国
立
教
育
会
館
法
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十

八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八
ノ
ニ
国
立
教
育
会
館
ガ
国
立
教
育
会

館
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ノ
研
修
施
設

ノ
用
二
供
ス
ル
建
物
又
ハ
土
地
ノ
権
利
ノ
取

得
又
ハ
所
有
権
ノ
保
存
ノ
登
記

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条
印
紙
税
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
五
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
六
号
ノ
ニ
ノ
ニ
中
「
国
立
競
技
湯
」

の
下
に
「
又
は
国
立
教
育
会
館
」
を
加
え
る
。

（
所
得
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条
所
得
税
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
号
中
「
国
立
競
技
場
」
の

下
に
「
、
国
立
教
育
会
館
」
を
加
え
る
。

（
法
人
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
法
人
税
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
号
中
「
国
立
競
技
場
」
の
下
に

「
、
国
立
教
育
会
館
」
を
加
え
る
。

別

表

（
地
方
説
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
池
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
中
「
国
立
競

技
場
」
の
下
に
「
、
国
立
教
育
会
館
」
を
加
え
る
。

第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
十
一
号
中
「
国
立

競
技
場
」
の
下
に
「
及
び
国
立
教
育
会
館
」
を
加

え
る
。第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
十
八
号
中
「
国
立

競
技
場
」
の
下
に
「
及
び
国
立
教
育
会
館
」
を
加

え
る
。

一

土

池

東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
三
丁
目
四
番
地
所
在

雑
穂
地
六
千
四
百
七
十
三
・
七
四
平
方
メ
ー

ト
ル
．

二

建

物

東
京
都
千
代
田
区
霞
ケ
関
三
丁
目
四
番
地
所
在

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
地
下
一
階

付

き

六

階

建

一

む

ね

総
床
面
積
一
万
八
百
三
十
七
．
＾
九
平
方
メ

ー
ト
レJ
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又部省重要通達一覧 （前号からつづく）

（昭和39.2.16~3.15)

大

（人事課）

文人任 2151昭和38年度国立学校図書専門職員採用上級
＇（甲種・乙種）試験、同中級試験の各採用候
補者名簿（写）の送付について
441事務系職員の推薦について

42l昭和39年度等級別定数の改訂資料の作成に
っV‘て
28人事院細則 9-5-1（給与簿取扱細則）の
一部改正等について
35通勤手当の支給の始期について

31失業者の退職手当支給規租の一部改正につ

1いて ｀ 

臣 官 房

3.61人事課長 各国立学校長

ー

II 
3.10' ” 

文人給 3.6 “ 
国人 2.22 ” 
II II ”

 
II 2

 

9
●
 

9
J
 

II 

各国立大学事務局・

長・各国立短期大学

事務長・各国立高等

学校事務長•関係所
難機関庶務部（課）長

l各国立学校事務局長
（事務長）

各岡立学校長・各所

轄議関長

官房各課長・広報主

任官・各局長・各国

立学校長・各所轄機

関長

学校長・各所

畏・文化財保

会委員長

■

編
集
後
記
•

＞

教

育

改

革

を

推

進

す

る

要

因

の

一

っ

は

、

国

民

の

教

育

潅

を

保

障

す

る

教

育

の

機

会

均

等

の

思

想

で

あ

り

、

他

の

一

つ

は

、

経

済

の

成

長

、

科

学

技

術

の

革

新

、

社

会

の

高

度

化

に

と

も

た

う

産

業

人

と

し

て

の

国

民

の

資

質

向

上

を

目

指

す

国

家

的

要

請

で

あ

ろ

う

。

戦

後

に

お

け

る

世

界

各

国

の

教

育

改

革

は

、

教

育

の

機

会

均

等

の

思

想

を

背

景

に

、

義

務

教

育

年

限

の

延

長

、

中

等

教

育

の

拡

大

と

、

そ

の

量

的

な

発

展

は

著

し

い

。

従

来

の

階

層

的

な

内

容

を

も

含

ん

で

い

た

初

等

・

中

等

・

高

等

教

育

と

い

う

言

葉

の

概

念

も

単

に

年

齢

の

区

ぎ

り

を

示

す

に

す

ぎ

な

い

ま

で

に

変

化

し

て

き

て

い

る

。

日

本

の

場

合

も

戦

後

の

中

等

教

育

・

高

等

教

育

へ

の

進

学

者

は

急

げ

き

に

増

加

し

さ

ら

に

上

昇

し

つ

つ

あ

る

。

今

日

の

教

育

の

課

題

は

、

こ

の

よ

う

に

拡

大

し

た

量

を

、

質

す

な

わ

ち

適

性

・

能

力

の

多

様

化

に

応

じ

ど

の

よ

う

に

再

編

し

て

い

く

か

に

そ

の

焦

点

が

あ

り

、

後

期

中

等

教

育

、

高

等

教

育

の

整

備

拡

充

、

人

材

開

発

、

長

期

総

合

教

育

計

画

の

必

要

と

な

っ

て

あ

ら

わ

れ

て

き

て

い

る

。

日

本

の

教

育

制

度

は

、

長

い

歴

史

と

伝

統

と

日

本

の

社

会

、

国

民

性

を

土

台

に

成

立

発

展

し

て

き

て

い

る

。

教

育

改

革

も

こ

れ

ら

を

基

盤

に

推

進

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

け

れ

ど

も

、

今

日

日

本

の

教

育

の

当

面

す

る

課

題

は

、

世

界

各

国

の

当

面

す

る

そ

れ

と

決

し

て

無

緑

の

も

の

で

は

な

い

。

と

い

う

よ

り

は

共

通

の

課

題

で

も

あ

る

。

世

界

各

国

に

お

い

て

進

展

し

つ

つ

あ

る

す

ぐ

れ

た

教

育

改

革

と

そ

の

努

力

が

日

本

の

そ

れ

に

多

く

の

示

唆

を

与

え

る

と

こ

ろ

は

決

し

て

少

な

く

な

い

。

｝

大

き

く

動

い

て

い

く

現

今

の

教

育

の

中

で

、

教

育

用

語

も

そ

の

内

容

を

変

化

し

、

あ

る

い

は

新

し

く

生

ま

れ

て

い

く

。

教

育

用

語

「

：

．．
 
」

と

は

、

と

い

う

形

式

で

、

今

後

新

し

い

教

育

用

語

の

解

説

を

し

て

い

く

予

定

で

あ

る

。

ま

ず

東

北

大

学

の

樋

口

先

生

の

「

職

業

適

応

」

か

ら

は

じ

め

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

た

。

＇匿読料 誓i '印 発所著
MEJ9451 

行者 有作権昭昭
はもの代にた •• 

振替口 話電 東京 会社冒式株墨 会社式株 文：和三和三
文，，

より申し金をi ー送定
の憂は申し か料価

座（268) 都 行 羹 帝 ・十十
部 ‘9'

国 政 国九九 時
店害 ‘ i ヽ 年 東― ＇ 犀 年ーユー年一

はI ＇ ： 八、冊- 京二地 学 /J、地 ハハ 第報
ー四方西曙 方 月月

願 t 百 Q ~ 行 軒五会竺川行部十五 〇六、し
いの § 岱、一 政 印＝ 日日
し な > 四六七 四月
； ヽi + + 学塁 刷 五の平 政学 発印 ーロ

また 別 円円円
ム—五 行刷 号ち・
云
所 ーメ 省9暉 云

- 96 -


	文部時報（第1042号：昭和39年6月）
	国立教育会館の設立について（渋谷敬三）
	資料 国立教育会館法（全文）
	奥付




